
・
、
介

2n
η塵溜

介

○
日
本
文
化
史
の
研
究

長
沼
　
賢
海
著

　
嘗
て
自
分
の
獲
表
し
た
論
文
を
一
班
に
纏
め
て
出
版
し
よ
う
と
す
る
と

き
、
誰
し
も
、
其
の
書
名
は
如
何
に
す
べ
き
か
に
は
、
大
に
憶
ま
さ
れ

る
。
初
め
か
ら
一
溺
の
著
書
を
目
指
し
て
執
筆
す
る
に
し
て
も
同
じ
事
に

つ
い
て
、
苦
心
さ
」
れ
る
Q

　
藷
渚
は
「
日
本
翻
有
文
化
」
な
る
も
の
は
、
よ
し
や
其
の
文
化
の
根
本
に

な
る
も
の
は
海
外
実
話
の
も
の
で
あ
っ
て
も
、
そ
の
す
べ
て
が
疑
本
民
族

化
さ
れ
、
臼
太
滋
雨
化
さ
れ
た
な
ら
ば
、
そ
れ
を
日
本
國
有
の
濃
化
と
需
ふ

べ
き
で
あ
り
、
從
っ
て
日
本
文
化
史
の
一
面
は
、
謂
は
い
海
外
文
化
の
消

化
史
で
あ
り
征
服
史
で
あ
る
Q
と
言
ふ
主
張
を
有
し
、
日
本
文
化
史
研
究

の
一
膜
揖
を
、
こ
」
に
置
い
て
居
ら
れ
る
畢
者
で
あ
る
。
駕
し
て
本
書
は

　
｝
、
鎌
倉
新
佛
教
の
展
開
…
と
借
本
地
点
聡
慧
蓮
、
二
、
聖
徳
太
子
と
夢

　
殿
。
｝
『
十
七
條
憲
法
と
王
佛
調
法
。
購
、
佛
濡
燕
王
法
観
し
五
、
大

　
野
城
及
び
四
王
寺
遺
蹟
Q
六
．
水
城
の
大
樋
と
永
城
の
性
璽
〇
七
，
元

　
勉
の
諸
岡
題
殊
に
融
風
。
入
、
．
暗
黒
疇
代
の
幅
向
一
撲
。
九
、
宗
旨
入

　
別
改
め
の
護
蓬
Q
十
、
伊
曾
保
物
語
糟
詞
Q
十
一
、
、
鐵
砲
傳
來
考
〇
十

　
二
、
天
文
以
前
の
我
が
鐵
砲
）
十
一
『
元
明
に
於
け
る
火
器
と
我
が
鐡

第
二
十
二
巻
　
第
四
號
　
　
入
○
○

　
砲
〇
　
十
四
、
鐵
砲
傳
來
の
再
愉
…
討
Q
　
十
五
、
鐵
砲
の
傳
來
と
其
の
普

　
及
Q

の
十
五
篇
を
放
む
Q
さ
れ
ば
一
見
し
た
虜
、
各
篇
互
に
蓮
絡
す
る
所
が
な

い
檬
で
も
あ
る
が
、
著
者
の
前
に
言
へ
る
主
張
か
ら
す
れ
ば
、
所
詮
矯
本

交
化
史
の
本
流
に
注
入
す
る
支
流
共
で
も
あ
り
僻
る
Q
だ
が
、
羅
本
丈
化

史
の
研
究
も
其
の
範
購
を
こ
N
ま
で
横
大
す
る
事
は
差
支
な
い
に
し
て

も
，
以
上
の
十
五
篇
を
日
本
交
化
史
の
研
究
と
名
づ
け
る
薬
は
、
難
か
、

ど
う
か
と
思
ふ
。
恐
ら
く
薯
者
も
其
の
書
名
に
は
、
並
々
な
ら
ぬ
苦
心
を

梯
は
れ
た
の
で
あ
ら
う
が
。

　
以
上
の
十
五
篇
中
、
何
と
習
っ
て
二
障
一
篇
は
本
書
中
の
山
雀
で
、
何

よ
り
の
雄
篇
で
、
こ
の
｝
篇
だ
け
で
も
本
堂
．
田
が
出
蔽
さ
る
＼
意
義
が
あ
る

と
思
ふ
。
薪
者
な
ら
で
は
、
手
の
付
け
ら
れ
な
い
問
題
で
あ
る
。
申
世
を

貫
く
太
い
思
想
の
一
線
に
、
反
本
地
乗
跡
思
想
と
騨
道
論
の
あ
る
蟻
は
、

誰
し
も
認
め
る
所
で
あ
る
が
、
扱
そ
れ
で
は
如
何
な
る
方
寸
に
そ
れ
が
現

は
れ
て
居
る
か
に
就
い
て
、
殊
に
佛
教
考
の
方
面
に
如
何
な
る
態
勢
を
探

っ
て
現
は
れ
た
か
に
就
い
て
は
、
容
易
に
指
摘
す
る
事
は
娼
來
な
い
も
の

で
あ
る
が
、
著
者
の
努
力
は
、
そ
れ
に
…
浸
し
て
明
答
を
與
へ
た
と
「
胃
は
ね

ば
な
ら
ぬ
Q
私
は
他
力
念
佛
と
酔
道
と
の
關
係
、
臼
建
宗
徒
の
瀞
紙
観
な

ど
に
多
く
の
教
示
を
得
た
事
を
感
謝
す
る
Q

　
叉
、
大
饗
城
や
水
城
の
研
究
は
、
蕪
馴
表
が
詫
ハ
の
噛
墨
跡
遺
辮
群
の
護
照
調
査

に
關
興
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
だ
け
に
，
多
く
の
新
知
見
を
示
さ
れ
た
も
の

で
あ
っ
て
、
其
の
勢
を
多
謝
せ
ざ
る
を
得
な
い
。
　
ρ
菊
版
六
六
〇
頁
、
定

論
五
・
○
○
、
柱
聯
研
究
愈
獲
行
）
〔
中
村
〕

（15の



日
本
建
築
史
講
話

　
　
　
　
　
　
　
　
嚇

關
　
　
野

蛮
遽

　
日
本
建
築
史
の
開
拓
者
と
し
て
㎜
翻
野
貞
先
生
の
名
は
、
伊
丹
忠
太
先
生

と
相
並
ん
で
、
燦
と
し
て
輝
く
。
木
書
は
爾
録
博
士
が
武
事
高
等
學
校
の

生
徒
の
た
め
に
五
趣
（
十
組
替
）
に
亘
り
て
講
嚢
さ
れ
た
時
の
筆
記
を
基
と

し
、
そ
れ
を
博
士
の
手
控
に
よ
っ
て
整
理
し
た
も
の
で
、
鱒
士
の
校
閲
を

輕
な
い
内
に
薄
霞
が
易
笠
せ
ら
れ
た
か
ら
、
同
校
教
擾
原
田
亨
一
氏
や
足

立
康
簿
士
、
大
周
實
氏
等
の
助
力
に
よ
っ
て
原
稿
を
完
備
出
版
さ
れ
た
も

の
で
あ
る
。

　
臼
本
建
築
史
に
驕
す
る
書
物
は
誰
誰
上
都
さ
れ
た
も
の
が
あ
る
け
れ
ど

も
、
ど
う
し
て
も
大
部
の
も
の
と
な
り
、
從
っ
て
軍
門
的
な
も
の
と
彫
り

勝
ち
で
あ
る
た
め
に
、
初
心
者
に
は
難
民
で
あ
り
、
難
讃
で
あ
る
。
さ
う

し
た
專
門
的
な
著
書
の
存
在
も
と
よ
り
喜
ぶ
べ
き
も
の
で
あ
る
け
れ
ど

も
、
建
築
史
を
知
り
た
い
と
念
じ
つ
x
あ
る
人
々
の
た
め
に
も
容
易
に
績

み
得
る
建
築
史
、
そ
れ
こ
そ
現
代
下
界
の
最
も
要
求
し
て
居
る
も
の
で
は

な
い
か
。
高
等
學
校
生
徒
程
度
の
專
門
學
書
Q
そ
れ
が
最
も
必
要
な
書
物

で
は
な
か
ら
う
か
。
其
の
観
黙
か
ら
言
ふ
な
ら
ば
、
本
書
は
、
其
の
要
求

に
全
く
合
致
し
た
も
の
で
あ
り
、
本
書
印
行
を
企
て
た
入
閣
も
早
戸
の
要

豊
を
耳
に
せ
ら
れ
た
の
で
あ
ら
う
。
原
始
時
代
、
飛
鳥
時
代
、
寧
樂
酔
．

代
、
甲
安
前
期
、
亭
安
後
期
、
鎌
倉
時
代
、
室
町
時
代
、
桃
山
時
代
、
江

戸
時
代
、
明
治
時
代
の
各
時
代
に
混
鎖
し
て
、
そ
れ
み
＼
佛
寺
、
榊
赦
、

住
宅
の
建
築
を
説
き
、
古
代
に
於
い
て
は
零
点
に
、
室
町
時
代
以
後
に
は

紹

介

茶
室
に
、
桃
山
江
戸
に
は
城
郭
と
蜜
廟
に
、
書
ひ
燭
れ
、
一
通
り
の
古
建

築
史
を
理
解
す
る
事
に
は
、
頗
る
役
立
つ
。
加
ふ
る
に
附
載
と
し
て
、
「
H

太
建
築
重
要
遺
樵
二
覧
」
「
建
築
用
語
解
読
並
附
圃
」
「
建
築
用
語
索
引
」
の

三
種
が
珊
尾
に
添
へ
て
あ
る
辮
は
、
ど
こ
ま
で
も
初
心
者
に
親
切
な
用
意

と
量
ロ
へ
よ
う
O

　
關
野
先
生
の
か
う
し
た
一
貫
し
た
建
築
史
と
言
ふ
も
の
は
、
外
に
は
一

罪
も
纒
っ
て
屠
な
い
の
で
あ
る
か
ら
、
其
鮎
で
、
先
生
の
建
築
史
に
略
す

る
大
系
を
窺
知
す
る
た
め
に
は
唯
｝
の
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
だ
け
で
も
本

書
出
版
の
儂
傭
は
大
き
い
。
但
し
、
要
望
し
て
行
っ
て
、
何
と
な
し
に
型

が
古
い
、
と
言
ふ
感
の
す
る
癖
は
否
ま
れ
な
い
Q
從
っ
て
、
定
む
者
に
甥

す
る
迫
力
が
弱
い
様
に
も
思
は
れ
る
9

　
そ
れ
に
し
て
も
、
か
う
し
た
謙
義
を
生
徒
に
必
聴
せ
し
め
、
其
の
方
画

か
ら
少
と
も
η
日
本
」
と
い
ふ
も
の
㌧
正
し
い
認
識
を
培
は
ん
と
さ
れ
つ
Σ

あ
る
出
本
良
吉
先
鑑
の
手
心
に
は
、
多
大
の
敬
意
を
罪
す
る
り
　
（
岩
波
書

店
稜
行
、
四
六
摺
身
玉
入
頁
、
定
客
一
・
二
〇
）
〔
中
村
〕

○
郵
貯
紳
話
論
考

三
品
彰
英
著

　
「
，
古
代
朝
鮮
に
於
け
る
王
者
出
現
の
島
津
と
儀
禮
」
「
古
代
朝
鮮
の
宵
祭

と
穀
璽
信
仰
に
就
い
て
」
等
の
雄
編
に
よ
っ
て
本
誌
の
讃
者
に
も
夙
に
そ

の
名
を
知
ら
れ
て
み
る
三
法
彰
英
君
は
、
今
春
外
…
遊
の
途
に
つ
く
に
先
立

っ
て
そ
の
論
考
を
輯
め
て
一
書
と
し
、
わ
れ
ら
内
院
に
あ
る
も
の
へ
の
置

土
蓬
と
せ
ら
れ
た
◎
題
し
て
「
建
國
紳
話
論
考
」
と
い
ひ
、
古
代
祭
政
と
樹

第
二
十
二
巻
　
第
四
號
　
　
入
○
｝

（155）


